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今月もしんまち歳時記を読んで頂きありがとうございます。

平昌オリンピック２５日の最終日、東京から熱く感動のビッグニュースが届きました。

東京マラソンにて、設楽悠太選手が１５年間破られていなかったマラソンの日本記

録を塗り替えたのです！！

その記録も、そして、伴う報奨金１億円にも

世間を「あっ」と言わせたのではないでしょうか？

実はこの制度2015年７月より運用されていたそうです。

日本実業団陸上競技連合が創設したもので

「Project EXCEED」というものです。

また、所属チームにも５千万円が入るシステムに

なっているそうで、チームの底上げにも一役買っています。

この制度は女子マラソンにも、もちろんあります。

２０２０東京オリンピックに向けて更なる記録更新となるのか？楽しみです。

代表 浅川 進

釜石市が開催都市の一つとなっているラグビーワールドカップを「食」で盛り上げます。

県産短角牛を使ったオリジナル肉まんの試食会が盛岡で開かれました。

ラグビーボールをかたどった、その名も「岩手のラガー饅(まん)」。

楕円形のフォルム、そしてトマト粉末を練り込んだ皮はラグビー

ボールをイメージしています。あんには短角牛が使われている

ほか、大き目にカットされた久慈のシイタケも旨味と食感のアク

セントを与えます。闘牛としても活躍する短角牛。日本では闘球

とも呼ばれるラグビー。「闘う」イメージをかけたラガー饅は県が

ワールドカップの盛り上げと、短角牛の振興を目的に開発し、

2018年秋ごろの販売を目指しているそうです。



ヤフージオカコラム

あまりにも熱いメッセージなので紹介したくなりました。

「自分を信じろ！君なら出来る！You can do it!!」

「不安なんて怖くない かかってこい Come on!」

「最後、最後、最後の最後の最後の最後の最後の最

後まで諦めるな!!!」

「自分の道は自分でしか開けないんだ！」

「敵は周りじゃない自分自身だ そう、お前が敵だ！」

「ハッキリ言うぞ、おれは松岡修造だ 君は誰だ」

「絶対合格 気合いだ さぁ リピートアフター 修造！」

「出来るか出来ない 出来るか出来ない 出来るかそ

んなことじゃないんだよ やるんだ」

「何言ってんだよ 甘えるな ノースウィート」

「毎日の積み重ねが実を結ぶ さぁ本気を積み重ねて

いこう」

「今しか出来ないことに全力を注げ おれは君の応援

に全力を注ぐ」

「知ってた？君の脳はまだ10％しか使っていないんだ

ぞ！」

「リミッターをはずせ」

「大丈夫 日々成長してる！」

今月の「武将の教え」 松岡修造の「受験生への応援メッセージ」
Ｏ

「学問とは、人間はいかに

生きていくべきかを学ぶものだ」

吉田松陰は明治維新の陰の立役者ともいえる

人物。高杉晋作を筆頭に明治維新で重要な働き

をする多くの若者に思想的影響を与えました。

この時代は偉大な先人の知識や経験、過去の

歴史を知るためには、当然の事ながら文字を読

めることが必要であり、遠くの人と意思の疎通を

するためには文字をかけることも大事な事でした。

また、ただ文字を読んだだけではなかなか書い

てある人の糸までを読み取るというのは難しく、

知識を学ぶためには解釈の仕方を学ぶ必要も

あります。

そうやって「どういう生きる道が

あるのか？いかに生きていく

べきか？」を模索するため

武士は学問を学んでいた

のです。受験シーズンの

学生の皆さんに

聞いてほしい名言です。

2018年秋ごろの販売を目指しているそうです。

先月開催された平昌オリンピック大盛り上がりでしたね＾＾

今大会、日本勢が獲得したメダルは金４、銀５、銅４の計１３個。

冬季オリンピックでは１９９８年の長野大会の１０個を超えて最多となりました。

メダル獲得総数の１位はノルウェーの３９個。開催国の韓国も過去最多の１７個でした。

そんな各メダルの値段、つまりいくらで作られているか調べてみました。

開催国によって素材や大きさも異なり、金額も変わるようですが、ロンドン五輪の時を例に見て

みましょう。

金メダルは、なんと９２．５％は銀でできていて、金は１．３４％、残りは銅でできています。つまり

「金メッキ」というわけですが、これでも値段は４万円ほどです。ちなみに全部金で作った場合は

２００万円以上になるそうです。

銀メダルは９３％が銀、残りは銅でできており２万円程度。

銅メダルは９７％が銅で、残りは亜鉛やすずでできていて３５０円程度です。

この金額が高いか安いかはさておき、選手にとってお金以上の価値があることは間違いありま

せんね。


